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概要
この資料では、マイクロソフトからリリースされた高い相互運用性を備えたツールキット Microsoft® Windows® Services for UNIX (SFU) 3.5 の機能と利点について説明します。SFU により、Windows と UNIX のクライアントとサーバー間でネットワーク リソースを共有したり、アカウント管理を統合したり、プラットフォーム間の管理を簡略化したり、Windows OS 上でUNIX のスクリプトとアプリケーションの完全な実行環境を実現できます。

この資料に記載されている情報は、この資料の発行日におけるマイクロソフトの見解を示すものです。マイクロソフトは市場の変化に対応する必要があるため、このドキュメントの内容に関する責任をマイクロソフトは問われないものとします。また、発行日以降に発表される情報の正確性を保証できません。
この資料に記載された内容は情報提供のみを目的としており、明示または黙示に関わらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。
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はじめに
Microsoft® Windows® Services for UNIX (SFU) 3.5 を使用すると、Windows ベースのコンピュータと UNIX ベースのコンピュータ間でデータ、セキュリティ資格情報、およびスクリプトを共有できるようになります。SFU 3.5 では、UNIX アプリケーションとスクリプトを Windows OS 上で実行できるように再編成するためのパフォーマンスの高いスクリプトやアプリケーションの実行環境を実現するテクノロジを提供しています。
管理者は、Windows システムと UNIX システムという異種ネットワークを統合して、情報をシームレスに統合するためのソリューションを求めています。ネットワーク内で異なるオペレーティング システムを実行しているコンピュータにアクセスする際に、ユーザーが問題に直面することは好ましくありません。企業では、UNIX におけるアプリケーション、リソース、および専門技術への投資をそのまま使用して、総保有コスト (TCO) を最小限にとどめる方法を模索されています。
Windows ベースのコンピュータの TCO は非常に優れています。Microsoft Windows XP および Microsoft Windows Server™ 2003 には、新しい機能が追加され、セキュリティ、信頼性、可用性、およびスケーラビリティが強化されました。大容量のサーバーおよびワークステーション プラットフォームとして標準化された PC のコスト パフォーマンスと同様に、CPU の コスト パフォーマンスにも目覚しい改善が見られます。企業では、従来から使用している UNIX ベースの企業ネットワークに Windows ベースのコンピュータを統合することにより、Windowsベースのシステムが UNIX ベースのコンピュータと並行して、または UNIX ベースのコンピュータの代替として使用されます。
企業では、UNIX ベースおよび Windows ベースのアプリケーション、データベース、およびビジネス プロセスに多くの投資を行っており、これらの 2 つの環境を包括的に統合する必要があります。一方の環境について専門的な技術のあるスタッフは、経験と知識を他のスタッフと共有して、効率的に作業を行えるようにする必要があります。SFU では、プロトコル サポート、相互運用ツール、実行環境、管理フレームを提供することによって、2 つの環境をできるだけ簡単に統合できるようにすることを目標としています。
Services for UNIX の目標 

SFU では、ユーザー、管理者、および開発者が感じている UNIX システムと Windows システム間にある隔たりを埋めるための相互運用ツールを提供することを第一の目標としています。相互運用ツールを提供することにより、リソースをシームレスに共有することが可能な企業ネットワークを構築できるようになります。リソースへのアクセスは、企業で施行しているポリシーに基づいて制御されます。そのため、Windows ドメインと UNIX ドメインのいずれかから資格情報、承認情報、および認証情報を共有することが必要不可欠な要素となります。
SFU は、以下の目標を達成することを念頭においてデザインされました。
· Windows ネットワーク プロトコルと UNIX ネットワーク プロトコル間のシームレスなデータの共有
· UNIX の既存の手法とプロトコルを使用した Windows ベースのコンピュータと UNIX ベースのコンピュータへのリモート コマンドライン アクセス
· 異種ネットワークの管理 (共通のディレクトリ管理およびユーザー パスワードの同期など)

· Windows OS 上での完全な UNIX スクリプトのサポート (シェル、ユーティリティ、ハード リンクとソフト (シンボリック) リンク、および単一のルート ファイル システムなど)

· 主要なビジネス アプリケーションの再編成を簡略化するパフォーマンスの高いアプリケーションの開発と実行環境
· 統合された単一のインストール プロセス
· すべての SFU コンポーネントの管理の容易性
この資料では、典型的な展開シナリオにおける、SFU の機能と利点について説明します。 

相互運用性を実現するための要件
SFU を使用すると、UNIX ベースのコンピュータと Windows ベースのコンピュータの両方が混在するネットワークを簡単かつシームレスに統合できます。このセクションでは、そのような環境で発生する問題について説明します。また、次のセクションでは、SFU でこれらの問題にどのように対処しているかについて説明します。
リソースの共有
シームレスな論理ネットワークでは、ユーザーは任意の場所でリソースを共有できます。リソースへのアクセスは、企業で施行しているポリシーに基づいて制御され、実装されているテクノロジの影響は受けません。ユーザーは、ネットワークのどこからでもアプリケーションやデータベースにアクセスできます。
Windows 環境と UNIX 環境の違い
UNIX システムと Windows システムでは、認証メカニズム、ファイル アクセス プロトコル、ユーザー インターフェイス標準、規則、および手順が根本的に異なります。ただし、基になっているネットワーク プロトコルと行う作業は同じです。SFU では、これらの違いを管理するためのプロトコル サポートとユーティリティを提供します。 

複数の認証と個別の ID

UNIX ベースのオペレーティング システムと Windows ベースのオペレーティング システムでは、異なるディレクトリとアクセス制御メカニズムが使用されています。これらの 2 つのシステムでは異なる認証メカニズムが使用されているので、ユーザーは、同じ文字列の ID を保持しても、システムごとに別のユーザー ID を保持していることになります。ユーザーが異なる ID とパスワードを保持していることは、ユーザーだけでなく、管理者にとっても厄介な問題です。企業の論理ネットワークでは、ユーザーはシングル サインオン メカニズムを使用して、リソースがどちらのシステム上にあるかを意識することなく両方のシステムにあるリソースにアクセスできます。UNIXベースのコンピュータ上にあるリソースに Windowsベースのコンピュータからアクセスするには、異なる認証が必要になります。また、逆方向にアクセスする場合も同様に異なる認証が必要になります。その結果、ネットワークは Windows ベースのドメインと UNIX ベースのドメインに分断され、単一の企業ネットワーク内に人為的な障壁が作成されます。
環境の違い
以前は UNIX ベースのコンピュータでしか使用できなかった既存の多くの UNIX アプリケーションが Windows に移植されており、Windows ベースのコンピュータでも使用できるようになってきています。これに呼応して、Windows でも高性能な新しいワークステーション アプリケーションが開発されるようになっています。
現在、多くの UNIX 開発者が Windows ベースのコンピュータ用のアプリケーション開発に従事していますが、UNIX 開発者は移植作業を簡略化するために UNIX に似た作業環境を使用できるようになることを希望しています。UNIX ユーザーは、近年使用する傾向が高くなっている複雑なスクリプトをサポートするために、Windows でも grep、find、ps、tar、make などのツールやシェルが使用できるようになることを期待しています。Windows で UNIX と似た環境を使用できると、新しい一連のツールについて学ぶのに必要なコストを削減できます。また、Windows で UNIX と類似したツールを使用できると、UNIX プログラマが Windows ソフトウェアの開発に携わった場合の効率も上がります。
共通管理
Windows と UNIX で使用しているシステム管理ツールとメカニズムは、大きく異なります。通常、UNIX のシステム管理者は、コマンドライン ツールやシェル スクリプトを使用しますが、Windows のシステム管理者は、主に Windows Scriptng Host (WSH) を使用するコマンドライン スクリプトを備えたグラフィカル ツールを使用します。共通の言語やツールセットを使用しない限り、企業の異種ネットワークを管理することは困難な作業になります。
使い慣れた管理ツール 

2 つの異なるネットワークを管理することは、必要な技術を習得および維持するために管理者が負担する作業量が大幅に増加し、IT にかかる全体的なコストが大幅に増加する要因になります。異種ネットワークの管理者には、Windows ベースのコンピュータと UNIX ベースのコンピュータの両方を管理するための、類似したメカニズムが必要です。このようなツールを使用すると、管理者はリモートでネットワークを管理したり、繰り返し行われる管理タスクを自動化できるようになります。
ディレクトリ サービスの違い
管理メカニズムが異なるだけでなく、UNIX オペレーティング システムと Windows オペレーティング システムでは、ユーザー、グループ、およびその他のネットワーク オブジェクトの保存先に異なるディレクトリを使用しています。ネットワーク オブジェクトを別の場所に保存しながら一貫性を保つことは、時間のかかる作業です。
ユーザーやデバイスなどのネットワーク リソースを追加、変更、または削除する際には、2 つの異なるプロセスを使用して 2 つの異なるディレクトリに変更を加える必要があります。この二重に発生する労力は、コストの増加と効率の低下を招くだけでなく、データの不整合をもたらす危険をはらんでいます。
Windows ベース ネットワーク管理者のニーズ
日常的に行う管理作業を簡略化するため、Windows ベースのネットワーク管理者がスクリプトやコマンドライン ツールを使用する機会は増えています。GUI ベースのツールは、詳しい知識のないユーザーが情報を検索したり、短期間で生産性を上げるのに適したツールです。ただし、繰り返し行う作業を自動化したり、安定した結果を得るにはコマンドライン ツールやスクリプトを使用する必要があります。スクリプトは、再利用や自動化により生産性を向上する方法を模索している詳しい知識のあるユーザーに適したメカニズムです。
Services for UNIX の機能
SFU は、上記のセクションに記載した相互運用性を実現するための要件を満たしている包括的な単一の製品です。SFU には、以下の機能が実装されています。
· NFS を使用した UNIX システムと Windows システム間でのファイルの共有。SFU では、以下のコンポーネントを提供します。
· NFS クライアント
· NFS サーバー
· NFS ゲートウェイ
· Windows システムと UNIX システム間でのリモート コマンド ライン アクセス。SFU では、以下のコンポーネントを提供します。 

· Telnet クライアント
· Telnet サーバー
· 包括的なクロス プラットフォーム スクリプト機能。SFU では、以下の堅牢な実装を提供します。
· Korn シェル
· C シェル
· 一般的に使用されている 350 以上の UNIX コマンドとユーティリティ
· NTFS ファイル システムと NFS ファイル システムのシンボリック リンクおよびハード リンク
· 単一ルートのファイル システム
· Windows Active Directory®  サービスを使用した NIS サーバー機能を提供する共通のネットワーク管理。
· Windows システムと UNIX システム間のパスワードの同期。Solaris 7、Solaris 8、HP-UX 11i、Redhat Linux 8.0、および IBM AIX 5L 5.2 用にプリコンパイルされたバイナリと他のプラットフォーム上でのコンパイルをサポートするソース コードが同梱されています。
· Microsoft Windows Installer を使用したインストール。
· Microsoft 管理コンソール (MMC) または完全なスクリプトを実行できるコマンド ラインを使用した SFU コンポーネントおよび SFU サービスの管理。
· Windows Management Instrumentation (WMI) を使用した SFU コンポーネントの管理。
· Windows 2000、Windows XP Professional、および Windows Server 2003 を実行しているコンピュータへのインストール。
 
· さまざまな UNIX ベース コンピュータとの互換性。ただし、テストは Solaris 7、Solaris 8、HP-UX 11i、Redhat Linux 8.0、および IBM AIX 5L 5.2 に対してのみ行っています。
NFS を使用した UNIX システムと Windows システム間でのファイルの共有
SFU では、NFSファイル共有プロトコルのバージョン 2 と 3 をサポートしており、3 つの NFS コンポーネント “NFS サーバー”、”NFS クライアント”、および “NFS ゲートウェイ” をサポートしています。また、ユーザー名マッピング (User Name Mapping) サービスを使用して、既存の Windows ID および UNIX ID に基づいてアクセスを制御できます。
NFS サーバー
NFS サーバー は、NFSエクスポートを使用してファイルを共有する Windows ベースの NFS サーバーです。NFS サーバー を使用すると、NFS クライアントは Windows ベースのコンピュータ上にあるファイルにアクセスできるようになります。UNIX ベースの NFS クライアントは、追加のソフトウェアをインストールする必要なく、Windows ベースのコンピュータ上にあるファイルにアクセスできます。ファイルへのアクセスは、ユーザー ID とグループ ID (UID と GID) に基づいて制御されます。NFS サーバーでは、CDFS および NTFS ファイル システムからのみの NFS エクスポートをサポートしています。FAT および FAT32 ファイル システムからの NFSエクスポートはサポート対象外になります。
· NFS バージョン 2 および 3 のサポート：NFS サーバーを使用すると、UNIX クライアントおよび他の NFS クライアントは、Windows ファイル サーバー上に保存されているファイルにアクセスできるようになります。NFS サーバー では、NFS バージョン 2 と 3 が完全にサポートされており、NLM (Network Lock Manager) プロトコルで指定されている NFS ファイル ロックをサポートしています。 

· 簡単な共有。NFS サーバー では、Windows ベースのコンピュータのディレクトリを共有し、NFS エクスポートにアクセス許可を設定する簡単な方法を提供しています。[NFS 共有] タブは、ディレクトリのショートカット メニューからアクセスできる GUI インターフェイスです (ショートカット メニューを表示するには、Windows エクスプローラでディレクトリを右クリックします)。コマンドライン ユーティリティ “nfsshare” では、Windows シェルまたは UNIX シェルのどちらからも、スクリプトを使用して共有を管理できます。NFS エクスポートのアクセス許可は、読み取り、読み取り/書き込みに設定することができ、1 台のコンピュータまたはコンピュータ グループへのルート アクセスを制御できます。
· アクセス制御と認証：NFS サーバー では、自然な形で UNIX システムと Windows システムのアクセス制御メカニズムが統合されています。ローカル ユーザーとドメイン ユーザーの両方の資格情報とアクセス許可が維持されます。NFS プロトコルを使用して提示された UNIX ユーザーの UID と GDI は、SFU のユーザー名マッピング サービスにより対応する Windows のセキュリティ プリンシパル (ユーザー ID またはグループ ID)、つまり “SID” にマップされます。ファイルへのアクセスは、マップされたユーザー コンテキストに基づいて制御されます。NFS サーバー Authentication では、NFS 要求の認証を行います。このプロセスにより、ユーザーがファイルに対して、UNIX コンピュータの UID または GID に設定されているアクセス許可と同じアクセス許可を保持していることが保証され、Windows のセキュリティ設定が侵害されることを防ぎます。
· 簡易な管理：NFS サーバー では、視覚的な管理ツールとコマンドライン管理ツールの両方を提供しています。これらのツールには、サーバー設定を構成したり、すべての NFS アクティビティのログを記録するオプションが用意されています。また、管理ツールを使用して、NFS ファイル ロックの監視や回復を行うこともできます。 

NFS クライアント
Windows コンピュータでは NFS クライアント を使用することにより、NFS ファイル サーバーからエクスポートされたファイルやディレクトリにアクセスできるようになります。UNIX ホストに追加のソフトウェアをインストールする必要はありません。NFS クライアント では、NFS バージョン 2 と 3 をサポートしており、以下の機能を提供しています。 

· 単純なアクセス メカニズム：ユーザーは、Windows の共有にアクセスするのと同様に NFS エクスポートにアクセスできます。ユーザーは、Windows エクスプローラを使用して NFS ネットワーク内に存在する NFS サーバーを検索し、NFS エクスポートをネットワーク ドライブに割り当てるか、または UNC (Universal Naming Convention) 名を使用して、NFS エクスポートにアクセスします。また、net コマンドまたは mount コマンドを使用して、NFS エクスポートにアクセスすることも可能です (Windows に実装されている showmount コマンドと umount コマンドも使用できます)。
· 認証：NFS の認証要求では、ユーザー名マッピング サービスが使用されます。このサービスでは、NFS エクスポートにアクセスしている Windows ユーザーにシングル サインオンを提供し、NFS リソースへのアクセスに Windows の認証プロセスを使用します。NFS 要求はマップされたユーザーの UID または GID を使用して送信されるので、Windows ユーザーが NFS リソースにアクセスするときは、マップされた UNIX ユーザー コンテキストで操作を実行することになります。ユーザーは、UNIX システムのアカウントを使用している場合も、Windows システムのアカウントを使用している場合にも同じアクセス許可を保持しています。UNIX の NFS クライアントからファイルにアクセスしている場合も、Windows の NFSクライアントからファイルにアクセスしている場合も同様に、ユーザーは同じアクセス許可を保持しています。
· パフォーマンスの調整：管理者は、NFS クライアント の管理ツールを使用して、NFSマウントのパフォーマンスを調整できます。管理者は、読み取り/書き込みのバッファ サイズを設定または変更したり、ソフト マウントまたはハード マウントの設定を選択できます。また、自動チューニング ツール (Autotune) を使用して、特定の NFS 共有への接続に最適な読み取り/書き込みのバッファ サイズを検出することもできます。
NFS ゲートウェイ
NFS ゲートウェイ を使用すると、追加のソフトウェアをインストールする必要なく、Windows クライアントが NFS エクスポートにアクセスできるようになります。これは、NFS ゲートウェイ が、Windows ネットワークと UNIX (NFS) ネットワークの間でゲートウェイとしての機能を果たすことで実現されます。
NFS ゲートウェイ では、NFS エクスポートをマウントし、その後、NFS エクスポートを Windows の共有ドライブとして公開します。ネットワーク上に存在する Windows コンピュータは、NFS エクスポートに直接アクセスせず、標準の Windows ファイル共有プロトコルを使用してアクセスし、NFS エクスポートはゲートウェイ サーバー上にある Windows の共有ドライブとして認識されます。
また、NFS ゲートウェイ では、ファイル アクセス要求を NFS サーバーに送信する前に、ユーザー名マッピング サービスを使用して Windows の資格情報を UNIX の UID または GID にマップします。異なるユーザーから送信された各ゲートウェイ要求は適切に識別され、Windows のユーザー名は、要求が NFS サーバーに送信される前に対応する UNIX ユーザーにマップされます。このプロセスにより、NFS クライアント がインストールされているコンピュータから直接、または NFS ゲートウェイ 経由で NFS サーバーにアクセスするクライアントは、UNIX の NFS クライアントから NFS サーバーにアクセスした場合と同じ権限を取得できます。NFS ゲートウェイ の共有へのアクセスには Windows ベースのネットワーク機能が使用されているので、これらの要求は Windows 資格情報に基づいて認証され、その後、ユーザー名マッピング サービスにより、対応する UNIX の UID または GID にマップされます。
ユーザー名マッピング
ユーザー名マッピング サービスは、UNIX の UID や GID と Windows のユーザー ID とグループ ID (SID) との間で双方向、一対一、および多対一のマッピングを提供する SFU のコンポーネントです。 

注 : 多対一のマッピングでは、複数の UNIX ID を単一の Windows ID にマップできます。ただし、逆方向の多対一のマッピングを行うことはできません。
グラフィカル ユーザー インターフェイスまたはコマンドライン ツール “mapadmin” でユーザー名マッピング サービスを管理して、Windows ベースのドメインと UNIX ベースのドメイン間でユーザー名または ID を関連付けられます。SFU のすべての NFSコンポーネントでは、ユーザー名マッピング サービスを使用できます。ユーザー名マッピング サービスは、SFU がインストールされている任意のコンピュータにインストールできます。ユーザー名マッピング サービスでは、認証済みの Windows のユーザー ID (SID) は UNIX の UID と GID の組み合わせと同等であると見なされます。NFS クライアント および NFS ゲートウェイ では、ユーザー名マッピング サービスを使用して Windows ユーザーの NFS リソースへのアクセスを制御していますが、NFS サーバー では UNIX ベースのコンピュータから送信された NFS リソースへのアクセス要求の処理にマッピングを使用しています。このような要求には、UNIX の UID または GID が含まれています
 (承認の確認は、Windows NT Security サブシステムにより行われます)。
ユーザー名マッピング サービスを、ネットワークに接続されている任意のコンピュータにサービスとして展開して、管理や展開のプロセスを簡略化できます。ユーザー名マッピング サービスを使用する SFU のすべての NFSコンポーネントは、ネットワーク上の任意の場所から NFS リソースにアクセスできます。ユーザー名マッピング サービスでは、以下の機能を提供しています。
· NIS または PCNFS のサポート：ユーザー名マッピング サービスでは、NIS ドメインから UNIX ユーザー名を取得するか、または PCNFS 形式の passwd ファイルおよび group ファイルから UNIX ユーザー名を読み取ります。ユーザー名マッピング サービスでは、NIS をサポートすることによって、他の NIS インフラストラクチャへの影響を最小限にとどめています。Windows ユーザー名は、Windows ドメイン コントローラから取得します。また、ユーザー名マッピング サービスでは、UNIX ドメインと Windows ドメインから定期的にユーザー名を取得して、データの更新を行っています。
· 単純なマッピングと高度なマッピングのサポート：ユーザー名マッピング サービスでは、既定で Windows ドメイン ユーザーと UNIX ドメイン ユーザーに対して同じ名前を使用してユーザーの同一化を図ります。管理者は、高度なマッピングを使用して、Windows ユーザーと UNIX ユーザーに別のユーザー名をマップできます (また、複数の Windows ユーザー名を単一の UNIX ユーザー名にマップすることも可能です)。
· スクオッシュのサポート：ユーザー名マッピング サービスでは、Windows のユーザー ID または UNIX のユーザー ID の “スクオッシュ” をサポートしています。“スクオッシュ” とは、すべてのユーザーまたは選択したユーザーをマップされていないユーザー コンテキストにマップすることです (マップされていないユーザーには、既定で “nobody” の UID/GID の組み合わせ (-2/-2) が割り当てられます。スクオッシュおよび UID/GID 値へのスクオッシュは、マウントごとに指定できます)。この機能は、(単純なマッピングにより) マップされたユーザーまたは明示的にスクオッシュする必要があるユーザーを自動的にオーバーライドするときに役立ちます。この機能を使用すると、スクオッシュしたユーザーを明示的に匿名ユーザーとして処理することができます。 

· グループのマッピング：ユーザー名マッピング サービスでは、Windows システムと UNIX システム間でグループ (GID と SID) を双方向にマップして、グループのメンバシップとアクセス許可を保持しています。
Telnet を使用したリモート アクセス
SFU には、Windows ベースおよび Interix ベースの Telnet サーバーと Telnet クライアントの両方が同梱されています。Telnet は、ネットワーク接続またはダイヤルアップ接続経由でプラットフォームに依存しないリモート ターミナル アクセスを提供する TCP/IP ベースのプロトコルです。 

Windows 2000 を実行しているコンピュータには、SFU の一部として SFU Windows Telnet クライアントおよびサーバーがインストールされます。ただし、Windows XP および Windows Server 2003 は、Telnet クライアントとサーバーの機能を兼ね備えているので、これらのコンポーネントはインストールされていません。ただし、SFU を使用して、Windows XP および Windows Server 2003に同梱されている Telnet サーバーを管理することは可能です。Windows Telnet クライアントとサーバーでは、ANSI、VT100、および VT52 端末だけでなく、VTNT 端末もサポートしており、Windows コマンド コンソールのすべての機能にアクセスできます。 

Telnet サーバーでは、Windows NT LAN Manager (NTLM) 認証がサポートされており、ネットワーク上でパスワードを送信せずにログオンできます。また、従来から使用されているプレーン テキスト ログオンもサポートされています。Telnet サーバーでは、コンソール モードとストリーム モードの両方がサポートされています。コンソール モードでは、vi などの画面上で操作を行うプログラムがサポートされています。ストリーム モードは、UNIX のダム端末と同様に操作できますが、vi などのプログラムを使用する場合には適していません。
Telnet サーバーでは、監査、Telnet セッションの監視、および Telnet 接続へのメッセージの送信など、Telnet と関連のある、さまざまなアクティビティのログが記録されます。Telnet サーバーを使用すると、ユーザーは接続を切断した後にもアプリケーションを実行することができます。
SFU には Interix 用の Telnet デーモン (サーバー) “telnetd” が同梱されており、Windows ベースの Telnet サーバーの代わりに使用できます。Interix ベースの Telnet サーバーは、その動作と管理が UNIX に似ています。Interix の telnetd は、inetd により開始され、Interix サブシステムの管理下でリモート セッションを確立します。詳細については、マニュアルの該当ページを参照してください。
NIS サーバー を使用した一般的なネットワーク管理
SFU には、Active Directory に基づいた NIS サーバー が同梱されています。NIS サーバー は Windows 2000 Server または Windows Server 2003 が実行されているドメイン コントローラにインストールします。NIS サーバー は、NIS 2.0 プロトコルを使用して、UNIX の NIS ドメインを管理するマスタ NIS サーバーとして使用できます。NIS サーバー では、UNIX ベースの NIS 下位 (スレーブ) サーバーおよび UNIX ベースの NIS クライアントの両方をサポートしています。 

NIS サーバー では、Active Directory に NIS オブジェクトを格納して、UNIX ベースのユーザー、グループ、およびホストを Windows ベースのユーザー、グループ、およびホストに統合します。このように、UNIX ユーザーとグループは、Windows ユーザーとグループと同様に管理できます。NIS データの管理には、Active Directory ユーザーとコンピュータなどの Active Directory ツールを使用できます。さらに、UNIX ネットワークと Windows ネットワークの両方に参加しているユーザーは、Active Directory で一意なユーザーとして認識させることができます。その結果、共通の名前空間が作成され、2 つの異なる名前空間とディレクトリの管理操作にかかるオーバーヘッドを削減できます。NIS サーバー を使用すると、以下のような利点があります。
· Active Directory を使用した NIS データの保存：Active Directory には、セキュリティで保護されたデータ ストア、複数のマスタ データ複製、および体系化されたデータ記憶域やアクセスなどの利点があります。Active Directory を使用すると、ypcat、ypget などの NIS ツールだけでなく、COM が有効になっている Active Directory Services Interface (ADSI) および LDAP プロトコルを使用して、NIS データにアクセスできるようになります。
· NIS ドメインの NIS サーバー への移行：NIS サーバー には、NIS 移行ウィザードが用意されています。このウィザードを使用して NIS ドメインやマップを移行できます。また、単純なドメインの移行だけでなく、既存の NIS ドメインに複数のドメインを結合することもできます。このツールを使用すると、既存の UNIX の NIS ドメインを Active Directory ドメインに移行する作業を簡略化できます。
· yppasswd とユーザー パスワードの同期のサポート：NIS サーバー では、Windows のパスワードと UNIX のパスワードを同期した状態で維持しています。ユーザーの Windows パスワードが変更されると、対応する UNIX のパスワードも変更されます。また、yppasswd もサポートされており、UNIX ユーザーは UNIX クライアント コンピュータからパスワードを変更できます。ただし、UNIX NIS クライアントからパスワードを変更した場合、UNIX システムにパスワードの同期 (Password Synchronization) コンポーネントがインストールされていないと Windows のパスワードが変更されません (パスワードの同期 (Password Synchronization) の詳細については、次のセクションを参照してください)。 

パスワードの同期
SFU では、Windows システムと UNIX システム間における双方向のパスワードの同期をサポートしています。パスワードの同期では、ローカル アカウントとドメイン アカウントの Windows パスワードの同期をサポートしています。ドメイン アカウントの同期を行うには、Windows 2000 Server または Windows Server 2003 ドメイン コントローラにパスワードの同期 (Password Synchronization) コンポーネントがインストールされている必要があります。 

パスワードの変更要求は、管理者が選択したコンピュータに対してのみ送信されます。UNIX システムから Windows システムに対して同期を行う場合、パスワードの同期処理は ssod.conf ファイルによって制御されます。Windows システムから UNIX システムに対して同期を行う場合は、SFU 管理スナップインを使用します。
指定したユーザーのみが、パスワードの変更要求を送信できるように制限することができます。管理者は、パスワードの同期を行うユーザーとパスワードの同期を行わないユーザーを指定できます。Windows システムから UNIX システム、および UNIX システムから Windows システムに送信されるパスワードの変更要求は、強力な暗号化により暗号化されます。パスワードの同期 (Password Synchronization) では、Triple-DES アルゴリズムを使用しています。UNIX コンポーネント “PAM” および “SSOD” のソース コードは、SFU に同梱されています。 

UNIX ユーティリティとシェル
SFU 3.5 には、Windows カーネルと密接に統合されている POSIX 開発環境 “Interix” が同梱されています。Korn シェルと C シェルの両方が同梱されており、Bash は無償でダウンロードできます。350 以上の UNIX ユーティリティと単一ルートのファイル システムを備えている SFU は、UNIX 開発者、ユーザー、および管理者が使い慣れた環境を提供します。
Interix SDK には、ISO 9945-1 ANSI IEE 1003.1 POSIX 仕様に準拠した 2,000 以上の API が収録されています。そのため、開発者は、パフォーマンスを低下させることなく、既存のビジネス アプリケーションやスクリプトを Windows 用に再編成することができます。 

マイクロソフト テクノロジのサポート
SFU は Windows と密接に統合されており、根幹を成している多くのマイクロソフト テクノロジが使用されています。SFU では、以下のテクノロジをサポートしています。 

· Microsoft Windows Installer：さまざまなマイクロソフト製品に一貫性のあるインストール手順を提供し、カスタム インストールのスクリプト、機能の追加と削除、および既存インストールの修正などをサポートしています。
· Microsoft 管理コンソール (MMC)：一貫性があり、かつ多くの機能を備えている管理コンソールを提供します。このコンソールではリモート管理とカスタマイズを行うことができます。
· Windows Management Instrumentation (WMI)：データ収集やシステム構成を自動化するためのプログラムやスクリプトを使用したアクセスを提供します。
· Windows エクスプローラ インターフェイス：NFS クライアントおよび NFS サーバーの操作で一貫性のある外観と手順を提供し、ユーザーが意識することなく NFS リソースを共有および使用できるようにします。
まとめ
SFU 3.5 では、UNIX ベースのコンピュータと Windows ベースのコンピュータの間にある隔たりを埋めるための包括的な管理者向けおよびユーザー向けのツールを提供しています。SFU を使用すると、企業内でリソースをシームレスに共有し、プラットフォームに依存せず企業で施行しているポリシーに基づいてアクセスを制御できる一貫性のある論理ネットワークを構築できます。
SFU には、以下のような多数の利点があります。
· UNIX オペレーティング システムまたは Windows オペレーティング システムのいずれかを実行しているサーバーおよびクライアント間のシームレスなデータの共有。
· Windows ベースのコンピュータおよび UNIX ベースのコンピュータ間の双方向のリモート コマンドライン アクセス。
· スクリプトとアプリケーション開発。Interix サブシステム テクノロジでは、UNIX ユーザーが使い慣れた UNIX シェルとユーティリティ、および完全な UNIX API を提供します。
· 異種ネットワークの管理 (パスワードの同期など)。
· 統合された単純なインストール。
· 一箇所にまとめられた SFU コンポーネントの管理の容易性。
関連情報
詳細については、以下のリソースをご覧ください。
· SFU 用にコンパイルされた最新のオープン ソース ツールや移植に関する問題の投稿については、Interop Systems の Web サイト (http://www.interopsystems.com/tools) (英語情報) をご覧ください。
· SFU の構成や使用に関する詳細について、および他のユーザーと相互運用性について意見を交換するには、Usenet ニューズグループのオンライン コミュニティ (news://msnews.microsoft.com/microsoft.public.servicesforunix.general) (英語) をご覧ください。
· Windows Server システム ファミリ製品に関する詳細については、Windows Server System の Web サイト (http://www.microsoft.com/japan/windowsserversystem) をご覧ください。 

Windows Services for UNIX 3.5 に関する最新情報については、Services for UNIX の Web サイト (http://www.microsoft.com/japan/windows/sfu) をご覧ください。
� Windows 2000 を実行している場合は Service Pack 4、Windows XP を実行している場合は Service Pack 1 が必要です。


� ユーザー名マッピング サービスでは、UNIX ベースのコンピュータから NFS サーバー に送信される NFS 要求の認証は行われません。NFS サーバー では、UNIX クライアントからの NFS要求の認証に NFS サーバー Authentication コンポーネントが使用されます。









